











中の永瀬清子〔戦後篇〕 』 （ドメス出版、二○○九〈平成二一〉 ・一〉で老年期の永瀬清子について、 「それにしても、稔り豊かな清子の老いの日々だった」 、ある は「何とも豊潤な七十代後半である」と述べている も、たしか 頷ける。それでは、どうして永瀬清子は晩年になっても、あのようにエネルギッシュに活動することがきたのであろうか。ここでは、その謎 少しだけ解き明かしてみたい。また、これま 永瀬清子における老いの問題について主題的に考察した論考はないから、その謎を解き明かそうと試みるのは、意味のあることと思わ る。　
さて、もちろん永瀬清子に超人的な体力や精神力、そして生命力















































一九八四〈昭和五九〉 ・一）には「昔、女が った」 う文から始まる短章で構成された「第四章
　
にせ物語」という章があるが、
その中に「ｃ飴玉」という短章があって、そこにはやはり年齢を重ねることで分かる事柄があ ことが語られてい 。生前の夫が朝食の後にいつも「おい ！」と言うのを 永瀬清子は「 な だ馬鹿らしく思っていた」が、ところが自分 老いて苦 散薬を飲むよ
子にも、私たちが普通に抱く、老いに対しての思いもあったようである。まず、そのことから見ていきたい。　『流れる髪
　
短章集２』 （思潮社、 一九七七〈昭和五二〉 ・二）の「父
の手紙」には、田舎の実家に帰って倉を整理していると、父から母への古い手紙や葉書が入っており、それらは永瀬清子が生まれた頃のものであったこと その中には妊娠中の母に対して「心をおだやかに美しくお持ち下されたく候」という 母を気遣う父の言葉があり、また清子が生まれてからは「体重を しらせ下さい」という言葉もあったことが語られている。 時 父は二五歳、母は二○歳であったが、 父が 「心をおだ かに」 と 「祈ってく た」 こ つい永瀬清子はこう語っている、 「もしこの祈りがなかったら 私 どのようにか荒々しい人間になって た事 しれないのだ︱︱。 」 、と。　
これを書いたのは永瀬清子が七○歳のときだと思われるが、もち
ろんそれまでの永瀬清子も、自分 人生が多くの人に支えられたものであることは、十分承知していたであろう。し 、さらに自分の知らないところ 、自分の人生は誰か（この場合は手紙 父）見守られていた い ことを、改めて認識し実感したわけである。おそらくこういうことは、年を重ねると私 ちにも体験され とであろう。また、エッセイ集『うぐいすの招き
　
日々の紀行』 （れ

















ではないかと思われる。ただ、人によっては、なかなか「若い人々に現実の仕事をまかせ」という心境にならず、いつま も現役の働き手でありた と思ってい 老齢者も少なからずあるようだ。とりわけ、企業のトップとか、政治家にそういうタイプの人が多いようである。実は、彼らの多くは単に老害を撒き散らしているだけのようなのだが。　
そのことはともかく、こうして永瀬清子のエッセイなど 見てく
ると、私たちの多くが老いの意識 ら持つだろう思いを、老年期に入った永瀬清子もやはり同様に持っていたことを知 ことができる。自分の時間が「もうきっと夜に いっている」という思 は詩においても語られている。永瀬清子 一九九五年二月に逝去したが、逝去後の同年四月に刊行された詩集『春になればうぐいすと同じに』 （思潮社） に収められた五連構成 詩 「走り去るわが時
とき
間」 には、
永瀬清子の 曲を付けてく た若い作曲家のことを思って第 連




















いる若き日日の自由」 、そして最終連でも「満天の星の下、わが洞になおいささかの霜をさけて／昔のよき日の夢をあたためる（略） 」 、 と。　
詩「グレンデルの母親は」は、その題名が永瀬清子の第一詩集





対して、 そこに止まっていないことである。永瀬清子は、 老い ら来る悲哀の思いを抱きつつも、 老いそのものから眼を背けず、 老いをそのままに受け止め、さらにそれを踏まえて積極的な姿勢で老いの人生を生きていったのだと思われ 次に、それにつ て見ていく。　　　　　　
二
　






































語りかける、七四歳の友人との会話から成り立っている短章であるが、 この友人の問い掛けに対 て永瀬清子も同意しながら、 こう語っている。すなわち 「今まで平凡すぎるくらい平凡なくらしを私はして来たと思っていた に、今になってみ とどの一隅をとってみても胸せま 事の連続だったのです。それが私の見
、
えて来たという












































ね、 あなた 情けないことに疑問符そっくりの恰好 から
　
この『短章集』は永瀬清子が七八歳になる直前に刊行されている。




























































に自覚している「欠乏」の思いに繋がってい と考えられる。おそらく「欠乏」という言葉は 彼女 詩のキーワードの一つと言えるのではないかと考えられる。若いとき 第一詩集である『グレンデルの母親』 （前掲）に収 られた詩 黒犬と私」では、 「犬が私 心の欠乏を嗅ぎつけると思ふ」と語られ 私は日も夜もひもじいが／私の欠乏は正しい」 語られている。これは厳密には、 「私 欠乏」が正しいというよりも、 「欠乏」と感じ 私の感性、思 が正しいと言いたい であろうが、 「欠乏」の感覚は永瀬清子の中 続いいて、 『彩り 雲
　
短章集４』の中には「欠乏」と題された短章が












か、 「ずいぶんえらそうなんだ」けれども、自分 「人々」に「そのように」言 たいということを語って る。　
日本では年を取ると丸くならなければならないように思われてい
るところがあるが、しかしこれは詰まらない〈趣味〉と言えそうである。実際これは単なる〈趣味〉で ないか 思わ 不正や、間違ったこと、どうも首を傾げざるを得 など、様々な事に面したときは、年齢は関係 く、是々非々で行くべきであろう たとえそれでまさに「
圭かど
」が立ったとしても、おかしいと思ったら、
そのことをはっきり 言うべきである。むしろそういう きこそ、老人は毅然と 姿勢を示して、若い世代に対して範を垂れるべきだと思われる。永瀬清子は、そ 言ってい のであ 。　
これらのことは、 永瀬清子にとっては、 若かった きと変わらず、







と。先の「恋は氷山」と同じく、実際には無かったけれど、あり得たかも知れない別の人生を思いながら、詩は書かれている。自分のこれまでの人生を基本的には肯定し、したがって老いた今のあり方も受け容れてはいるのであるが、あり得たかも知れない別の可能性を思うということも、老年にはあってい ことであろう。永瀬清子にも、そういう思いをす ときがあった いうことである。　
なお、藤原菜穂子の『永瀬清子とともに
　『星座の娘』から『あ











清子であったが、そういう「欠乏」の無い、別の一生もあったかも知れないし、その「楽しい一生」を空想したくなる気持もわかるであろう。それと同様の ひょっとしたらあったかも知れないが結局は無かった出来事を語ったのが、ちょっと話題 もな らし 、詩集『 けがたにくる人よ』の表題目になった詩「あけが にくる人よ」である。この詩は、第一連 最初で「あけがた くる人よと呼びかけ、 「私はいま老いてしまって／ほかの年よりと同じに／若かった日のことを千万遍恋うている」と語り、第二連で若かった「その時私は家出しようとして／小さなバスケット一つをさげて／足は宙にふるえていた／どこへ くとも自分でわからず／恋している自分の心だけが り ／若さ、それ 苦しさだった」と続く。　
だが、第三連で「その時あなたは来てくれなかった」と語られ、







とは」 ） 。 『焰に薪を
　
短章集３』︱︱「今まで詩じゃなかったもの
がだんだん加わらなくては／本当の天才にはなれないのだ。 」 （ 「焰に薪を」 ） 、 「見えていてもはっきりしなかったこと、その本当の意味をくっきりとさせるのが詩である。 」 （ 「本当の意味」 （一） ） 。因みに「本当の意味」 （四）には、 「はっきりさせるというこ を、すべての保守や伝統はきらう。 」とあり、永瀬清子 社会的政治的 姿勢を知ることができる。 『彩りの雲
　
短章集４』︱︱「命をよびさ
ますのが詩であっても／そのあり方は多様である、複雑でもある。 」（ 「わが目標」 ） 、 「つまり判らないから書く。そして新しい道にやっと出逢う。 」 （ 「夏草が」 ） 、とあ　
また、必ずしも詩に限定しているのではないが、 「老い」の問題





したり、あるいは甘えたりすることなく、若かったときと変わらずに、これまで通り常に前を向いて「明日のみを求め求めて」 （ 「お茶の水」 ）生活すること、それは「欠乏」を満たそうとすることでもあるが、ときには自分の「老い」をユーモラスに捉え返すだけの精神の余裕も持つ と、変に丸くなったりすることなく、 「
圭かど
」のあ
る人と世間から思われたとしても おかしいと思ったらそれを声に出すこと︱︱これらの が永瀬清子 おける、言わば「老い」を生きる指針であったと言える。まとめて言うならば、 自らの「老い」を素直に受け止めつつも これまで通りに前を向いて生きていくことである。おそらく、 そ 姿勢の根底にはあの「欠乏」の意識があったのであろう。満たされない思いであ　
永瀬清子はそのように「老い」を生きてきたと思われるが、そう
いう「老い」が可能になったのは、彼女の人生に対す 積極的 姿勢があったから る。それと もに彼女 は自らに課 た、詩を書くと 仕事があったからでもあった。次に『短章集』から、詩についての永瀬清子 思いや考え方を幾つか引用してみ い。　『流れる雲
　
短章集２』︱︱「詩を書くのは今を破るため、／詩









のことをどう考えるべきかとい 問題がある。 永瀬清子も一時高血圧になったことがあったようである。 「 「いたわられ」と「いたわり」︱
精神と肉体はいつも密着している
︱
」 （ 「国民生活」 、一九八二〈昭
和五七〉 ・九） によると、 「元気な私も一時血圧が二三○にも昇っていたこと」 があったようで、 「勤め先の診療室の先生から安静にと言われ」たのであるが、 永瀬清子は勤務︱︱岡山県庁の世界連邦事務局の仕事だと思われる︱︱を続け、 また百姓仕事もそのまま継続したのである。 くに夫の百姓仕事ぶり 見ていられず、 永瀬清子も「どんどん手伝いました」 とある。 ところが、 翌日には血圧は 「ふしぎにもかえって下がっていたので」 「慣れた仕事を快くやることは圧にも悪くない だと知り」 、 「それから三年ほどの間に、 決して勤務をやめずに次第に血圧を下げることに成功しました」 と述 ている。　
このことは、あの九○歳を超えても現役の医者であった日野原重
明が『豊かに老いを生きる』 （春秋社、一九九五〈平成七〉 ・一○）で述べていること 、そのまま当てはま 。日野原氏はこう述べている、 「絶対安静 いう状態が一番悪 のです。 （略）病気は働きながら治すものです」 、 。まさに永瀬清子 、働きながら治 わけである。また同書で日野原氏は「私たちはも と早くから老いを受容して、 老いの中にどう生きればよいかというこ をよく考える」べきだということを が、 「心辺と身辺（続） 」 （ 「黄薔薇」一二三号、一九八九〈平成元〉 ・五）で永瀬清子は、 「老令という病気だけはなおらない」 語りつつも、雑誌発行の仕事も若い きの






う思いもあったのではないかと推察され が、しかし、 「老婆には老婆の詩があって」 、 「わが登山の途中にあっ も書きつづけ」 と語っているわけであるから、まさに「ペンのとれぬ日」まで、 「限りくつづく」 「 の道」を歩み続ける決意を語った言葉と言えよう。ここで「登山」というのは、自らの長 人生を比喩して語 ているわけである。
　
　
このように、 「老い」 を素直に受け止めつつ、 しかし 「老い」 たから











しい老年のために』 （山村嘉巳訳 ヨルダン社 一九七五〈昭和五○〉 ・六）で、 「老いを受け入れることはたやすいことではありません」と ながらも 老いを受容することの大切さを語り、 「むしろ、受容ということばほど積極的なものはないのです。なぜなら、受け入れるということは、
諾ウイ
ということなのですから」と述べている。
そして、やはりこう語っている。 「過去にとらわれた老人は、新い未来を作り出す自由な心はもてないのです」 、 「 （略） 大切なことは、勇気を失わず いつも過去にではなく未来に眼を向け、計画 いくつもたてて行くことなのです」 、と。　
因みに、このようなあり得べき老いとは逆の場合も、同書では語
られている。それを永瀬清子 真反対のケースとして、次 見ておきたい。 「そし 、もっとも扱いにくい、もっとも不幸な老人 は病気や老年や死も含んで、世界や人生をあるがままに受け入れることがで ず、自己放棄も知り得ず、矛盾を耐え忍ぶこ ができずただ嘆き悲しみ、人を責めるのみで、かぎられた、弱い ただ他人にたよるしかない自分をありのままに受け入れるこ のできな 老人のことではないでしょうか」 、と語られてい のである。ここで言われている「自己放棄」というのは、職業的事柄 現世的な役割から「自分自身を解放」していることであ 。この「不幸な老人」は過去の地位などの思い出をいつまでも引きずっているために、分の老いを受け入れるこ きな わけだ。
　
もちろん、 これまで見てきたように、 老いを受け入れるということ
は、 老け込むことではない。 老いを素直に受け入れて、 且つそれまでと変わらず、 明日や未来に向かって日々を活動的に生き いくことである。 ポール・トゥニエ 同書でそういう老年を「美わしき老年」と呼び、 こう語っている。 「美わしき 年とは、 世界に心を開き、 人間に注意を怠らない豊かな老年のことなのです。 すみ切ってはいるが、はげしさも失わぬ老年、 戦いつづける、 し も情熱的に戦いつづる、 た かに青春 はちが もやっぱり戦う老年なのです」 、 と。ここで語られていること まさに永瀬清子の老いに当てはまる。　
たとえば、 先ほども引用した「 「いたわられ」と「いたわり」 （略） 」
の中で永瀬清子は、 「 （略） ）結局私はまだ自分を 人と思うひまがないのです」と語っているが、 や りこれは永瀬清子が「戦う老年」を生きていたということであろう。そして、 老人の問題に関しては、現代では「いたわれる」事のみが取り上げられているが、 「 （略）逆に老人の本当の幸福はむしろ「いたわり」が発揮できるところにあるのを忘れています」と述べている。こういう が言え のも永瀬清子が「世界に心を開き、人間に注意を怠らない豊かな 年」の人生を生きていたからであろう。　
もちろん、これらのことは永瀬清子が老いてから初めて彼女の生















に慣れていないこ 、それ 私の一番恵まれ 素質な で、いつもすべては今はじまるのであり、毎朝はじめて目がさめるの あると、長い間思い思いして来た」 語ら て る。 『彩りの雲（略） 』は七八歳の刊行であるが、 ういうことを老年になって言え いうことが 老 てもそれ以前 感性が続いていたということである。〈老いたのだから、年寄りらしくしよう〉などと、微塵も思っていなかったということでもある。永瀬清子の人生、そ は老年の人生もだが、 〈日々を新しく生き 〉人生だっ ということであ　
そして、永瀬清子の弱者や敗者に眼を向ける姿勢は、たとえばグ
レンデルとその母親に眼 向ける姿勢や、また短章「鮮明化する値打」 （ 『焰に薪を
　
短章集３』所収）で語られている、 「貧の立場、
餓えの立場、老の立場を忘れたくない。それは鮮明に物をみる眼鏡だからだ という言葉によく現れている。その姿勢は若 ときから老年に至るまで変わりは いのである。そのこと一つとっても、永瀬清子は一貫している。ついでに言えば、その立場は、アメリカ空
母エンタプライズが佐世保港に入港したとき、当時のいわゆる三派系全学連が阻止闘争を展開したことに触れて、 短章「核装備の」 （ 『蝶のめいてい
　
短章集１』所収）で「核装備のエンタプライズに立ち
向かうのに角材と石ころ。そのことが象徴的なのだ。あまりにも桁がちがって る。／「暴力」が悪いなら大きな暴力の方がよりせめられるべきだ。 」と語っていることに通じる。こう語っ 永瀬清子に私は大いに共感す　
さて、 このように見てくると、 永瀬清子の老いの生き方というのが
わかってきたのではないかと思われる。老い 正面から受け止め、 自らの老いを受け入れつつも、 こ さら老 を強調することなく、 そ以前と同じように未来に眼を向けて前向きに生きて くのが、 永瀬清子の老いの姿であっ 。 だから 決して自らの 否定 ているのではないが、 先にも引用したように、 「 （略）結局私はまだ自分を老人と思うひまがないのです」という うに 活動的な生活 送っていたということである。 如何 も隠居じみた暮らしなどし なというこ である。目の前 仕事に懸命に携わっ いた けであ 。　
おそらく、老年になってのこのような生活こそが、老いた人を生









大拙について、こう回想しているようである。すなわち 「いつもひたむきに、その日その日を堪忍・精進しながら、つねに前方を見詰めて進んでいく。過ぎ去ったできごとは、 自然に忘れ去っていく。あるのは今日から未来へとい ことだ。いつも未来を考え、真実に未来に生きようとするお方であった」 、 。　
鈴木大拙の言葉も永瀬清子が言いそうな言葉であるが、それより
も岡村美穂子氏 言葉の方が まるで永瀬清子のことを言っているかのようである。やはり、過去を振り返るのではなく、常に前方、未来を見詰めながら進んでいくことであ 。まさに永瀬清子はそうして生きてきた。長寿であった最晩年 なるま ように見事生ききったと言える ろう。〔付記〕
　
 本稿は、二○一八年九月一五日に赤磐市の「くまやまふれあいセンター」で行った講演を論文にまとめたものである。同センターにある永瀬清子展示室の職員で永瀬清子研究家でもある白根直子氏にはたいへんお世話になった。お礼申し上げる。なお、 引用文献等については、 注記の形を採らず、本文中に明記した。
（あやめ
　
ひろはる＝本学文学部日本語日本文学科）
キーワード＝永瀬清子、老い、詩
